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資料 1. 調査団員・氏名 

 



資料 1. 調査団員・氏名 

 

(1) 第一次現地調査(BD1)時 

担  当 氏 名 所   属 

総 括 宮田 克二 国際協力機構無償資金協力部業務第一グルー

プ 運輸交通・電力チーム 主任 

無 償 資 金 協 力 田北 多絵 外務省国際協力局 無償資金・技術協力課 

業務主任/道路交通計画 増井 徹美 (株) 建設企画コンサルタント 

道 路 設 計 Ⅰ (本 体 工 ) 香野 拓司 (株) 建設企画コンサルタント 

道 路 設 計 Ⅱ (付 帯 工 ) 清水 伸晴 (株) 建設企画コンサルタント 

 

(2) 第二次現地調査(BD2)時 

担  当 氏 名 所   属 

総 括 鍋屋 史郎 国際協力機構ザンビア事務所所長 

業務主任/道路交通計画 増井 徹美 (株) 建設企画コンサルタント 

道 路 設 計 Ⅰ (本 体 工 ) 香野 拓司 (株) 建設企画コンサルタント 

道 路 設 計 Ⅱ (付 帯 工 ) 清水 伸晴 (株) 建設企画コンサルタント 

自 然 条 件 調 査 
(地 形 ・地 質 ) /積 算 Ⅱ 広瀬 末雄 (株) 建設企画コンサルタント 

施 工 計 画 / 積 算 Ⅰ 小野田 進 (株) 建設企画コンサルタント 

 

(3) 基本設計概要説明時 

担  当 氏 名 所   属 

総 括 宮田 克二 国際協力機構無償資金協力部業務第一グルー

プ 運輸交通・電力チーム 主査 

業務主任/道路交通計画 増井 徹美 (株) 建設企画コンサルタント 

道 路 設 計 Ⅰ (本 体 工 ) 香野 拓司 (株) 建設企画コンサルタント 

業 務 調 整 井上 尚三 (株) 建設企画コンサルタント 
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資料 2. 調査行程 

(1) 第一次現地調査(BD1)時 
 

官団員 コンサルタント団員 
日順 月日 曜日 総  括 

(宮田 克二) 
無償資金協力 
(田北 多絵) 

業務主任／ 
道路交通計画 
(増井 徹美) 

道路設計 I 
(香野 拓司) 

道路設計 II 
(清水 伸晴) 

1 9 月 26 日 水 ・ 移動(成田→香港
→ヨハネスブルグ)  ・ 移動(成田→香港→ヨハネスブルグ) 

2 9 月 27 日 木 
・ 移動(ヨハネスブル

グ→ルサカ) 
・ JICA 事務所表敬/

打合せ 
 ・ 移動(ヨハネスブルグ→ルサカ) 

・ JICA 事務所表敬・打合せ 

3 9 月 28 日 金 

・ 日本国大使館表
敬・打合せ 

・ 地方自治・住宅省
(MLGH)表敬/打合
せ 

 ・ 大使館表敬・打合せ 
・ 地方自治・住宅省(MLGH)表敬/打合せ 

4 9 月 29 日 土 

・ 移動(ルサカ→リビ
ングストン) 

・ リビングストン市表
敬/打合せ 

・ 現地調査 

・ 移動(成田→シン
ガポール→ヨハネ
スブルグ) 

・ 移動(ルサカ→リビングストン) 
・ リビングストン市表敬/打合せ 
・ 現地調査 

5 9 月 30 日 日 ・ 現地調査  
・ 移動(ヨハネスブル

グ→リビングストン)
・ 現地調査 

・ 現地調査  

6 10 月 1 日 月 ・ リビングストン市打合せ 
・ 現地調査 

・ リビングストン市打合せ 
・ 現地調査 

7 10 月 2 日 火 ・ 現地調査、ミニッツ協議(リビングストン市) 
8 10 月 3 日 水 ・ 移動(リビングストン→ルサカ)、ミニッツ協議(MLGH) 
9 10 月 4 日 木 ・ ミニッツ協議及び署名、日本国大使館報告、JICA 事務所報告・打合せ 

・ 現地再委託業者
調査 

・ 調査資料整理 

10 10 月 5 日 金 ・ 移動(ルサカ→ヨハネスブルグ→シンガポ
ール) ・ 移動(ルサカ→リビングストン) 

11 10 月 6 日 土 ・ 移動(シンガポール→成田) 
12 10 月 7 日 日  
13 10 月 8 日 月  
14 10 月 9 日 火  
15 10 月 10 日 水  

・ 関連機関との打合
せ/協議、資料収集

・ 収集資料整理 

16 10 月 11 日 木  ・ JICA 事務所報告
・ 調査結果の整理 

17 10 月 12 日 金  ・ 移動(ルサカ→ヨハ
ネスブルグ→香港)

18 10 月 13 日 土  ・ 移動(香港→成田)
19 10 月 14 日 日   

・ 現地調査(21 路線) 

20 10 月 15 日 月   ・ 移動(リビングストン
→ルサカ) 

21 10 月 16 日 火   ・ 移動(ルサカ→ヨハ
ネスブルグ→香港) 

22 10 月 17 日 水   ・ 移動(香港→成田) 
23 10 月 18 日 木    
24 10 月 19 日 金    
25 10 月 20 日 土    
26 10 月 21 日 日    
27 10 月 22 日 月    

・ 現地調査(21 路
線) 

28 10 月 23 日 火    
・ 移動(リビングスト

ン→ルサカ) 
・ JICA 事務所報告

29 10 月 24 日 水    
・ 移動(ルサカ→ヨ

ハネスブルグ→香
港) 

30 10 月 25 日 木    ・ 移動(香港→成田)
 



(2) 第二次現地調査(BD2)時 
 

官団員 コンサルタント団員 

日順 月日 曜日 
総  括 

(鍋屋 史朗) 
業務主任/ 

道路交通計画 
(増井 徹美) 

道路設計 I  
(香野拓司) 

道路設計 II  
(清水 伸晴) 

自然条件調査 
(廣瀬 末雄) 

施工計画/積算
(小野田 進) 

1 11 月 3 日 土    ・ 移動(成田→香
港)   

2 11 月 4 日 日    
・ 移動 ( 香港→ヨ
ハネスブルグ→
ルサカ) 

  

3 11 月 5 日 月      
4 11 月 6 日 火      
5 11 月 7 日 水    

・ 現地再委託業
者・ネゴ/契約
（ルサカ）   

6 11 月 8 日 木    ・ 移動(ルサカ→リ
ビングストン)   

7 11 月 9 日 金      

8 11 月 10 日 土  ・ 移動(成田→シンガポール) ・ 移動(バンコクヨ
ハネスブルグ) 

・ 移動(成田→シ
ンガポール) 

9 11 月 11 日 日  ・ 移動(シンガポ→ルヨハネスブルグ
→ルサカ) 

・ 移動(ヨハネスブ
ルグ～ルサカ) 

・ 移動(シンガポ
ール→ヨハネ
スブルグ→ル
サカ) 

10 11 月 12 日 月 ・ 日本国大使館表敬、JICA 事務所打合せ、MLGH 表敬/
打合せ 

・ 大使館表敬、JICA 事務所打合せ、
MLGH 表敬/打合せ 

11 11 月 13 日 火 ・ MLGH 打合せ、協議(RDA 同席) ・ 移動(ルサカ→リ
ビングストン) 

12 11 月 14 日 水  
13 11 月 15 日 木  

・ MLGH 打合せ/協議 

14 11 月 16 日 金  ・ 移動(ルサカ→リビングストン) 
・ LCC 表敬 

15 11 月 17 日 土  ・ 現地調査 
16 11 月 18 日 日  ・ 移動(リビングストン→ルサカ) 
17 11 月 19 日 月  
18 11 月 20 日 火  

・ MLGH 打合せ、ミニッツ説明・協議
(RDA 同席) 

19 11 月 21 日 水 ・ ミニッツ署名、大使館報告、JICA 事務所打合せ 

・ 調達事情調査
・ 積算関連調査
・ 収集資料整理

20 11 月 22 日 木  ・ 移動(ルサカ→リ
ビングストン) 

・ 移動(ルサカ→
リビングストン)

21 11 月 23 日 金  
22 11 月 24 日 土  
23 11 月 25 日 日  
24 11 月 26 日 月  
25 11 月 27 日 火  

・ MLGH 打合せ/
協議 

・ RDA 打合せ/協
議 

・ 関連機関との打
合せ 

・ 資料収集 

26 11 月 28 日 水  ・移動(ルサカ→リ
ビングストン) 

・ 現地調査 
・ 現地再委託業
者の作業監理 

27 11 月 29 日 木  ・移動(リビングス
トン→ルサカ) 

・ 移動(リビングス
トン→ルサカ) 

28 11 月 30 日 金  

・ 現地調査 

・ 現 地 再 委 託 先
打合せ 

29 12 月 1 日 土  ・ 移動(リビングス
トン→ルサカ) 

・ 移動(ルサカ～ヨ
ハネスブルグ～
香港) 

30 12 月 2 日 日  ・ 移動(香港～成
田) 

31 12 月 3 日 月  

・ MLGH 打合せ/
協議 

 

32 12 月 4 日 火  ・ 移動(ルサカ→リ
ビングストン)  

33 12 月 5 日 水  ・ 現地調査  

・ 排水系統調査 
・排水構造物調
査 

・ 付帯構造物調
査 

・ 道路 
・ 調査結果整理 

・ 調達事情調査
・ 積算関連調査
・ 支障物件調査
・ 調査結果整理
・ 収集資料整理

34 12 月 6 日 木  

・ MLGH 打合せ/
協議 

・ 関連機関との打
合せ 

・ 資料収集 
・収集資料整理 

・ 移動(リビングス
トン→ルサカ)  ・ 移動(リビングストン→ルサカ) 

35 12 月 7 日 金  ・ JICA 事務所報告、大使館報告  ・ 現 地 再 委 託 先
打合せ 

・ 積算関連調査
（ルサカ） 

36 12 月 8 日 土  ・ 移動(ルサカ→ヨハネスブルグ→シ
ンガポール)  

・ 移動(ルサカ→ヨ
ハネスブルグ→
バンコク) 

・ 移動(ルサカ→
ヨハネスブルグ
→シンガポー
ル) 

37 12 月 9 日 日  ・ 移動(シンガポール→成田)  ・ 移動(バンコク→
成田) 

・ 移動(シンガポ
ール→成田) 



(3) 基本設計概要説明時 
 

官団員 コンサルタント団員 

日順 月日 曜日 
総  括 

(宮田 克二) 

業務主任／ 
道路交通計画 
(増井 徹美) 

道路設計 I 
(香野 拓司) 

業務調整 
(井上 尚三) 

1 3 月 15 日 土 ・ 移動(成田→香港→ヨハネスブルグ)  

2 3 月 16 日 日 ・ 移動(ヨハネスブルグ→ルサカ) ・ 移動(ダルエスサラーム
→ルサカ) 

3 3 月 17 日 月 ・ JICA 事務所打合せ、地方自治・住宅省(MLGH)表敬・打合せ/協議、日本国大使館表敬 

4 3 月 18 日 火 
・ 道路開発公社(RDA)表敬・打合せ/協議 
・ 移動(ルサカ→リビングストン) 
・ リビングストン市議会(KCC)表敬・/打合せ協議 

5 3 月 19 日 水 
・ リビングストン市議会打合せ/協議、現地調査 
・ 移動(リビングストン→ルサカ) 
・ 地方自治・住宅省(MLGH)打合せ/協議 

・ 関連機関打合せ/協議 
・ 資料収集 

6 3 月 20 日 木 ・ ミニッツ署名、日本国大使館報告、JICA 事務所報告 
7 3 月 21 日 金 ・ 資料収集/整理 

8 3 月 22 日 土 ・ 移動(ルサカ→ヨハネスブルグ→香港) ・ 移動(ルサカ→ダルエス
サラーム) 

9 3 月 23 日 日 ・ 移動(香港→成田)  
 

 



資料 3. 関係者(面会者)リスト 

 



資料 3. 関係者(面会者)リスト 

Ministry of Local Government and Housing (MLGH) 
地方自治・住宅省 

Mr. Maswabi M.Maimbolwa Permanent Secretary 事務次官 

（2007 年 10 月まで） 

Mr. Joel M Ngo Permanent Secretary 事務次官 

（2007 年 11 月以降） 

Mr. Coillard C Chibbonta Acting Permanent Secretary 事務次官代理 

Mr. Peter Lubambo Director of Department of Infrastructure and Support 
Services 社会基盤整備局長 

Mr. Davies C. Zulu Assistant Director of Department of Infrastructure and 
Support Services 社会基盤整備局副局長 

Mr. Richrd M. Kangwa Senior Engineer of Department of Infrastructure and 
Support Services (Urban road ) 

シニアエンジニア（同上局、

都市道路担当） 

Mr. Nkumbu Siame Senior Engineer of Department of Infrastructure and 
Support Services (Rural road ) 

シニアエンジニア（同上局、

地方道路担当） 

Livingstone City Council (LCC) 
リビングストン市役所 

Mr. D. Musesa Acting Mayor, (Councillor) 市長代理 

Mr. George Kalenga Town Clerk of Livingstone City Council 助役 

Mr. Clement Mutale Chisanga Director of City Planning 都市計画局長 

Mr. Mwiya Felix Acting Director of Planning 都市計画局長代理 

Mr. Geoffney Simywibulula Director of Engineering Service 技術サービス局長 

Mr.Charles Sichzya Deputy Director of Engineering Service 技術サービス副局長 

Road Development Agency (RDA) 
道路開発公社 

Mr. Erasmus M. Chlundika Acting Director & Chief Executive Officer  総裁代理 

Mr. Daniel Mulonga Acting Manager, Planning & Design 計画・設計部長代理 

Mr. Stephen M. Malubila Manager, Construction and Maintenance 建設・維持管理部長 

Mr. Aalon Mwila Principal Engineer of HMS-Trunk & Main Roads 主席エンジニア 

Mr. Elias Mwape Chief Engineer, Design  設計部チーフエンジニア 

Mr. Tom M. Thomsen Technical Advisor : Planning 技術アドバイザー 

(EU 派遣専門家) 

Mr. Mubuyaeta Kapinda Regional Engineer, Southern Province  
(Livingstone city) 南部州代表エンジニア 

Mr. Lazarous Nyawali Regional Engineer, Southern Province  
(Livingstone city) 南部州代表エンジニア 

Mr. Gershom Mwagomba Senior Engineer of Southern Province 南部州シニアエンジニア 



Mr. Jairo Mhango Manager Axle Load Control (Lusaka) 車軸負荷管理部長（ルサカ）

National Road Fund Agency (NRFA) 
国家道路資金庁 

Mr. Emmanuel Kaunda Monitoring and Evaluation Manager モニタリング、評価部長 

Ministry of Works & Supply (MWS)  
公共事業・供給省 

Mr. Kelly M.Kapinga 
 

Acting Assistant Director (Economics) of Planning and 
Monitoring Department 副局長代理（経済担当） 

Environmental Council of Zambia (ECZ) 
ザンビア環境評議会 

Mr. Felix Chabala Principal Inspector-Environmental impact Assessment 検査長(EIA 担当) 

Mr. Humphrey K. Mwale Senior Inspector-Environmental impact Assessment シニア検査官(EIA 担当) 

Ms.Nancy Muslofa Senior Inspector-Environmental impact Assessment シニア検査官(EIA 担当) 

Mr. Fredric Muyano Senior Inspector (Livingstone city) シニア検査官 

(リビングストン駐在)) 

Zambia Wildlife Authority ( ZAWA)  
野生動物公社 

 

Mr. Fred Sakabry Resident Engineer  駐在エンジニア 

National Heritage Conservation Commission (NHCC)  
国家遺産保護委員会 

 

Mr. Isaae Kangwu Manager Information and Public Relations 情報・広報部長 

Ministry of Home Affaire (MOHA)   
内務省 

 

Mr. Anderson S. Phiri Acting Deputy Chief Immigration Officer 
(Adoministration) 入国管理所長代理 

Road Transport & Safty Agency (RTSA) 
道路輸送・安全公社 

 

Mr. Martin S. Mbangu Deputy Director -Safety 副局長（安全局） 

Zambia National Tourist Board (ZNTB) 
ザンビア国家観光局 

Mr. Peter Zulu Statistician of ZNTB 統計学者 

Zambia Railways Limited 
ザンビア国営鉄道会社 

Mr. Richard Bwalya The Technical Manager 技術部長 

Railway Systems of Zambia Ltd. 
ザンビア鉄道システム会社 

Mr. Charrles David Phiri Executive Manager Corporate Affaires 取締役 

World Bank in Zambia 
世界銀行 ザンビア事務所 

Mr. Davies Makasa Team Leader 業務主任 



European Union (Delegation of the European Commission of Zambia) 
欧州連合 ザンビア事務所 

Mr. Jurgen Kettner Second Secretary, Head of Infrastructure Section 二等書記官、社会基盤部門

長 

Mr. Liso Matanga Simbeleko Programme Officer - Infrastructure プログラムオフィサー、 

社会基盤担当 

Embassy of Japan 
在ザンビア国日本国大使館 

Mr. Mitamura Hideto 
三田村 秀人 

Ambassador Extraordinary and Plenipotentiary of 
Japan to the Republic of Zambia 特命全権大使 

Mr. Suzuki Kotaro 
鈴木 光太郎 

Minister-Counsellor 公使参事官 

Mr. Hirata Yuichi 
平田 裕一 

Second Secretary (Economic-Cooperation) 二等書記官（経済協力担当）

JICA Zambia Office  
JICA ザンビア事務所 
Mr. Nabeya Shiro 
鍋屋 史朗 

Resident Representative 所長 

Mr. Miyasaka Minoru 
宮坂 実 

Deputy Resident Representative 次長 

Mr. Sato Wataru 
佐藤 渉 

Assistant Resident Representative 所員 

Ms. Elizabeth Phiri Economic development Advisor 経済開発アドバイザー 

 
 



資料 4. 討議議事録(M/D) 

 



(1) 第一次現地調査時 



























(2) 第二次現地調査時 







(3) 基本設計概要説明時 

 















資料 5. 事業事前評価表(基本設計時) 

 



資料 5. 事業事前計画表(基本設計時) 

1. 案件名 

 ザンビア共和国 リビングストン市道路網整備計画 

2. 要請の背景(協力の必要性・位置付け) 

ザンビア共和国(以下「ザ」国)は、これまで経験してきた経済の低迷から脱却すべく経済の

立て直しを図っており、ポテンシャルの高い農業振興と観光や貿易投資促進を通じた産業の活

性化に努めている。近年では、国家の最大収入源である銅の国際価格の恩恵を受け、経済成長

は 5%台まで改善してきている。こうした状況の下、「ザ」国では計画的にインフラ整備を行う

ため、「第 5 次国家 5 ヶ年計画(2006 年～2010 年)」を策定し、道路網の整備を進めている。し

かしながら、道路整備の実施は慢性的な予算不足のため、多くを外国からの援助に依存してい

る状況にある。 

要請地域であるリビングストン市は、首都ルサカから約 500km 離れた南部州にあり、対象道

路であるモシオツンヤ(T1 道路のリビングストン市内の名称)道路は、首都ルサカからジンバブ

エを経由して南アフリカを経由するルートと、ボツワナを経由し南アフリカに接続するルート

の分岐点に位置しており、「ザ」国主要物流ルートの中継地点として交通の要衝となっている。 

同路線は 1964 年以降に整備されたが、1970 年代後半からは、道路セクターに向けた予算の

減少により、長期間に亘って一部を除き打ち換えなどの本格的改修が行われないまま現在に至

っており、近年の国際幹線道路網整備に伴う大型車両の増加による破損が激しく、また、道路

付帯施設である歩道や排水施設の損傷も著しく、観光業(当該道路の終点部には、世界遺産であ

るビクトリア・フォールズを擁する)を主とする同市の経済発展の阻害要因となっており、改修

が必要とされている。 

本プロジェクトはリビングストン市内のモシオツンヤ道路改修を実施することにより、対象

区間の安全で円滑な交通流を確保することを目的とする。 

3. プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標 

T1 路線上、リビングストン市内において円滑で安定的な交通が確保できる。 

裨益対象の範囲及び規模：リビングストン市民 10.4 万人、ツーリスト 60 万人 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

対象道路が整備される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

・モシオツンヤ道路の 13.01km 区間を整備する。 

・道路整備後の維持管理を行う。 

(4) 投入(インプット) 

ア 日本側：無償資金協力 9.86 億円 

イ 「ザ」国側 

(ア) 道路建設実施に伴う支障物件の移設・改修に係る費用 

(イ) 道路建設後の補修･維持管理に係る経費 

(5) 実施体制 

主管官庁：「ザ」国地方自治・住宅省(MLGH) 

実施機関：リビングストン市(LCC) 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

「ザ」国 南部州 リビングストン市 

(2) 概 要 

モシオツンヤ道路 13.01km 区間の整備 

(3) 相手国側負担事項 



① 作業ヤード用地の確保(作業基地、土取場、土捨場、廃材処分場) 

② 支障物件（上下水道管・電力線の移設、マンホールの改修、既存街路灯の撤去・移設） 

③ 新設街路灯の電力引込線工事 

(4) 概算事業費 

概算事業費 9.93 億円(無償資金協力 9.86 億円、相手国側負担 0.07 億円) 

(5) 工期 

詳細設計・入札期間を含め約 18 ヶ月(予定) 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

特になし 

5. 外部要因リスク(プロジェクト全体計画の達成に関するもの) 

・洪水、地震など予想を超える自然災害が発生しない。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

 特になし 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

成果指標 現状(2008 年) 計画後(2010 年) 

対象区間の安全な走行速度の改善 20～30km/h 40～50km/h 

街路灯整備による夜間の安全性の向

上 

照明施設はあるが、機能

しているのは 4～5 灯の

みである。 

3.1km 区間の照明施設

が整備される。 

(2) その他の成果指標 

・ 特になし 

(3) 評価のタイミング 

2010 年完工以降（施設供用開始後） 
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